
お

　

令
和
元
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
に
開
会
し
、
20
日
ま
で

の
18
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
に
公
営
企
業
会
計
を
導
入
す
る
た
め
の
「
町
下
水

道
事
業
の
設
置
な
ど
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
、「
令
和
元
年
度

町
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
、
14
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
４
名
ず
つ
選
出
し
ま
し
た
。

主
な
条
例
改
正

▼
町
下
水
道
事
業
の
設
置
な
ど
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、
町
下
水
道
事
業
に
公
営
企
業
会
計

を
導
入
し
、
会
計
方
式
を
複
式
簿
記
に
変
え
ま
す
。

▼
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
保
育
事
業
の
運
営
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

10
月
か
ら
の
「
幼
保
無
償
化
」
に
伴
い
、
副
食
費
の
提
供
に
要

す
る
費
用
の
取
り
扱
い
な
ど
を
決
め
ま
す
。

▼
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
及
び
議
員
の
期
末
手
当
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
条
例
改
正

　

国
家
公
務
員
の
特
別
職
の
期
末
手
当
の
改
正
に
準
じ
、
期
末
手

当
の
割
合
を
改
め
ま
す
。

▼
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
法
律
改
正
な
ど
を
受
け
て
、
勤
勉
手
当
の

改
正
な
ど
を
行
い
ま
す
。

主
な
補
正
予
算

学
校
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

▼
来
年
度
の
学
習
指
導
要
領
改
定
に
伴
う
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
２
２
万
４
千
円

　

教
師
用
の
教
科
書
指
導
書
や
デ
ジ
タ
ル
指
導
書
の
購
入
費
用
な

ど
で
す
。

▼
緊
急
農
地
防
災
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　

１
０
５
万
４
千
円

　

円
楽
寺
排
水
機
場
の
整
備
事

業
で
、
当
初
予
算
よ
り
、
土
地

の
鑑
定
評
価
額
が
高
か
っ
た
た

め
、
そ
の
差
額
分
を
負
担
す
る

も
の
で
す
。

▼
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
な
ど
の
業
務
委
託
料　

１
７
０
万
５
千
円

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し

て
市
町
村
間
の
連
携
を
取
る
た
め
の
改
修
で
す
。

　12 月
　定例会

令和で羽ばたく新成人

おはる
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▼
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
職
員
の
給
料
表
に
合
わ
せ
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
表
を
改
め
ま
す
。

円楽寺排水機場建て替え予定地

議議
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風
し
ん
予
防
は

　
　
　
　

進
ん
で
い
る
の
か

　

風
し
ん
抗
体
検
査
及

び
予
防
接
種
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

昭
和
47
年
４
月
２
日

生
ま
れ
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
性
が
対
象
で
あ

り
、
該
当
者
は
２
２
０
１
人
で

あ
る
。

　

６
月
の
ク
ー
ポ
ン
発
行
か
ら

９
月
末
ま
で
に
お
い
て
、
抗
体

検
査
が
２
１
３
件
で
、
全
体
の

約
９
％
の
方
が
実
施
さ
れ
た
。

　

下
水
道
事
業
の
変
更

点
は
何
か
。

　

契
約
及
び
財
産
の
取

得
ま
た
は
処
分
に
対
し
、
議
会

の
議
決
は
必
要
な
く
な
る
。

　

し
か
し
、
今
後
も
議
会
に
報

告
す
る
。

　

保
健
情
報
の
地
域
連
携

　

１
７
０
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
改
修
等
業

務
委
託
料
と
は
何
か
。

　

な
ぜ
１
月
か
ら
の
５
年
契
約

な
の
か
。

　

乳
幼
児
健
康
診
査
や

妊
婦
健
康
診
査
な
ど
の
情
報
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
活
用

し
、
市
町
村
間
で
情
報
連
携
を

行
う
。
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
費
用
で
あ
る
。

　

本
体
運
用
の
委
託
契
約
が
１

月
更
新
の
た
め
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
１
月
か
ら
更
新
契
約
を
始

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

質
問

答
弁

　

町
下
水
道
事
業
の
設
置
な
ど

　

に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
日　

時　

11
月
７
日
（
木
）
午
後
７
時

●
場　

所　

公
民
館
２
階
講
義
・
会
議
室

●
懇
談
会
の
テ
ー
マ　

み
ん
な
で
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

●
参
加
者　

24
人

　

懇
談
会
で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
「
水
害
が

多
発
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
治
水
事
業
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
」、「
福
祉
巡
回
バ
ス
の
コ
ー
ス
を
見
直
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

　

皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
は
、
行
政
側
に
報
告
し
ま

し
た
。
内
容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換

の
場
と
し
て
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

      
本
会
議
質
疑 

＆ 

     
     

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

チェンジチェンジ ・・ チャレンジチャレンジ ・・ パワーアップ！パワーアップ！
～理想的な議会を目指して～～理想的な議会を目指して～

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

令
和
元
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

質
問

議　　　案 賛成 反対 結果 議　　　案 賛成 反対 結果

12　

月　

定　

例　

会

町下水道事業の設置等に関する条例の制定 ９ １ 可決

12　

月　

定　

例　

会 
 町道路線の認定（西條・柳原、北間島・宮東） １０ ０ 可決

町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正

９ １ 可決
  「核兵器禁止条約」に署名・批准を求める
 意見書採択に関する請願書

１ ９ 不採択

町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正

９ １ 可決
 町議会の議員の議員報酬、費用弁償
 及び期末手当に関する条例等の一部改正

１０ ０ 可決

町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正

１０ ０ 可決  町職員の給与に関する条例の一部改正 １０ ０ 可決

町下水道条例の一部改正 １０ ０ 可決
 町パートタイム会計年度任用職員の給与
 及び費用弁償に関する条例の一部改正

９ １ 可決

令和元年度　一般会計補正予算（第５号） ９ １ 可決  令和元年度　一般会計補正予算（第６号） １０ ０ 可決

令和元年度　国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （第１号）

１０ ０ 可決  学校におけるＩＣＴ環境整備についての意見書 １０ ０ 可決

令和元年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） １０ ０ 可決
 政府及び国会が気候非常事態宣言に関する
 決議をするよう求める意見書の提出について

１ ９ 否決

令和元年度　公共下水道事業特別会計補正予算
                                                                  （第２号）

１０ ０ 可決  保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書 １０ ０ 可決

　昨年 12 月６日、16 日、18 日の３日に分けて、大治
中学校３年生が社会科の授業の一環として、議場を見学
しました。

　事務局から議場の設
備、議会の進め方や議
員の役割などについて
説明しました。

　また、生徒が一般質
問の形式で「少子高齢
化が進んでいますが、
大治町はどんな政策を

進めていますか？」などの質問を行いました。中には町
長に答弁をしてもらうという貴重な体験ができた生徒も
いました。
　 今 後 も 多 く の 皆 さ ま
に、町議会に興味を持っ
てもらえる機会を増やし
ていければと思います。

委
員
会
の
構
成
を
変
更
し
ま
し
た

中学生が議場を見学しました

義援金を送りました
　昨年 10 月の「令和元年台風第 19 号」により、甚大な

被害を受けられた方々を支援するため、大治町議会は日本

赤十字社を通じて、自己負担による義援金 12 万円を送り

ました。

　被災地域におかれましては、一日も早い復旧・復興を、

心よりお祈り申し上げます。

　　

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
窓
口
の
開
設
を
求
め
る

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
窓
口
の
開
設
を
求
め
る

　　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
問
う

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
問
う

答
弁

答
弁

質
問

※議長は採決に加わりません
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一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。質問と答弁を要約してお知らせします。

　下記の意見書案を可決し、国の関係機関に提出しましたので、
要旨をお知らせします。

■学校におけるＩＣＴ環境整備について
　ＩＣＴ（情報通信技術）を活用する人材の育成は重要な課題
となっており、子どもたち一人ひとりに必要な資質・能力を育
むという観点からも、教育の情報化の重要性は一層、高まって
いる。
　地方財政の厳しい現状を考えると、国からの財政支援は必要
不可欠であり、学校におけるＩＣＴ環境の整備を図るよう要望
する。
■保険でより良い歯科医療の実現を
　そしゃく能力や口腔機能を維持することが全身の健康や生
活の質の向上に効果があり、医療費抑制にも役立つことが

「８０２０運動」などによって実証されており、歯や口腔を健
康に保つことは、国民の健康維持に不可欠と言える。
　歯科医療に関する技術の進展や口腔保健の重要性を踏まえ、
患者の窓口負担を軽減するとともに、歯科の保険給付範囲を拡
大し、国民が保険でより良い歯科医療を受けられる措置を講ず
るよう求める。

意見書を国に提出しました意見書を国に提出しました

　　町政を問う！町政を問う！ 一 般 質 問 一 般 質 問

　服部勇夫元議員は、昨年 11 月 26 日の議会運営委

員会を法事を理由に欠席しながら、三重県内であった

ゴルフコンペに参加していました。

　このことは町民を失望させ、議会に対する信頼を大

きく失墜させる行為として、12 月 2 日、議員全員の

賛同による辞職勧告決議を議長に提出しました。

　しかし、同日服部勇夫元議員より辞職願が提出され、

議長が許可したので、決議は議題となりませんでした。

委
員
会
の
構
成
を
変
更
し
ま
し
た

　

■
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長　
　
　
　
　

松
本　

英
隆　

議
員

　　

■
総
務
教
育
常
任
委
員
会
副
委
員
長　
　

林　
　

哲
秀　

議
員

選挙管理委員会の選挙結果選挙管理委員会の選挙結果

委員

　小塚　貫幸（西條）

　吉田己喜男（三本木）

　松木田　毅（砂子）

　石川　義章（長牧）

補充員

　加藤敏雄（鎌須賀）

　野村　守（長牧）

　東川　隆　（砂子）

　松永康義（西條）

　選挙管理委員と補充員の選挙を行い、下記の方々を

選出しました。（敬称略）

町で用意している災害用ビブス

服部勇夫議員への辞職勧告決議を検討服部勇夫議員への辞職勧告決議を検討

　

昨
年
３
月
に
津
島
市

に
あ
っ
た
旅
券
コ
ー

ナ
ー
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

県
は
、
各
市
町
村
で

の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

受
付
を
促
し
て
い
る
が
、
大
治
町
民
は
名
古

屋
駅
の
県
旅
券
セ
ン
タ
ー
で
し
か
パ
ス
ポ
ー

ト
申
請
が
出
来
な
い
。

　

役
場
に
申
請
窓
口
を
開
設
す
れ
ば
、
必
要

書
類
の
取
得
と
申
請
が
容
易
に
な
る
が
、
ど

う
か
。

町
長　

本
町
に
窓
口
を
設
置
し

た
場
合
、
現
状
の
交
付
日
数
が

２
日
延
び
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
職
員
の
配
置
、
窓
口

設
置
、
運
営
経
費
な
ど
の
費
用

が
発
生
す
る
。

　

県
旅
券
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

問　

防
災
無
線
チ
ャ
イ
ム
を
日

没
に
合
わ
せ
て
変
更
を
。

答　

変
更
は
考
え
て
な
い
。

手嶋いずみ議員

　設置する考えはない

　　

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
窓
口
の
開
設
を
求
め
る

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
窓
口
の
開
設
を
求
め
る

　

昨
年
は
、
台
風
の
甚

大
な
被
害
が
あ
っ
た
。

多
く
の
方
々
が
被
災
地

へ
支
援
に
駆
け
つ
け
た

が
、
十
分
に
活
用
で
き

な
い
自
治
体
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
本
町
の
受

援
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
避
難
所
に
は
、
障
が
い
や
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
来
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
災
害
用
ビ
ブ
ス
の
配

布
の
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　

災
害
時
の
受
援
計
画

は
、
現
在
、
関
係
組
織
と
調
整

し
な
が
ら
策
定
中
で
あ
る
。

　

災
害
用
ビ
ブ
ス
は
、
す
で
に

６
色
２
０
０
枚
ほ
ど
用
意
し
て

あ
る
。

問　

西
小
学
校
区
に
土
の
う
の

備
蓄
を
。

答　

土
の
う
の
備
蓄
は
検
討
を

し
て
い
く
。

後藤田麻美子議員

    すでに進めている

　　

災
害
用
ビ
ブ
ス
の
現
状
は

災
害
用
ビ
ブ
ス
の
現
状
は

　
「
は
る
ち
ゃ
ん
」
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
、
町

の
認
知
度
と
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
る
。
デ
ザ
イ
ン
を
増
や
し
、
新
商
品

を
開
発
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
可
能

に
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
普
及
展
開
が

で
き
、
よ
り
広
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
広
報
の
具
体
的
な
考
え

は
。　

町
長　

新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
は
な
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
は
検
討
す
る
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
使
用
は
許
可
を
取
っ

て
も
ら
い
た
い
。
今
後
も
、
各

行
事
に
参
加
し
、
認
知
度
ア
ッ

プ
に
努
め
る
。

問　

役
場
周
辺
地
域
の
浸
水
の

想
定
、
対
策
は
ど
う
か
。

答　

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
に
向
け
、
進
め
て
い
る
。

鈴木康友議員

　　
「
は
る
ち
ゃ
ん
」
活
用
で
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

「
は
る
ち
ゃ
ん
」
活
用
で
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

　新商品の開発は随時考えていく

　

町
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
で
は
、
ど
こ
を
仮

置
場
と
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　

あ
ら
か
じ
め
仮
置
場
を
指
定
し
て
お
く
こ

と
で
、
復
旧
作
業
の
妨
げ
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

　

災
害
ご
み
の
処
理
も
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
活
用
し
、
災
害
を
想
定
し
て
、
事
前
に
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

仮
置
場
は
、
ち
び
っ
こ

広
場
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど

の
町
有
地
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
企
業
の
駐
車
場
な

ど
に
も
、
協
力
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

　

災
害
ご
み
の
処
理
は
、
災
害

発
生
時
に
示
さ
れ
る
国
の
指
針

の
も
と
に
策
定
す
る
の
で
、
事

前
に
検
討
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
る
。

松本英隆議員

　　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
問
う

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
問
う

　国の指針をもとに対応

　

保
育
園
は
、
本
来
土

地
を
所
有
し
て
い
な
い

と
設
立
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
現

在
、
大
治
東
保
育
園
の
土
地
は
、
す
べ
て
民

間
か
ら
の
借
地
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
借
地
料
は
町
の
補
助
対
象
に

な
っ
て
い
る
。
補
助
金
の
交
付
が
不
適
切
で

は
な
い
か
。

町
長　

園
の
設
立
は
県
が
認
可

し
た
。
補
助
金
は
、
園
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
、
要
綱
に

基
づ
き
交
付
し
て
い
る
。

　

以
前
か
ら
議
会
で
認
定
も
さ

れ
て
い
る
。

問　

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
施

策
で
高
齢
者
の
転
倒
予
防
を
。

答　

す
で
に
受
領
委
任
制
度
へ

の
準
備
中
で
あ
る
。

他
に
３
問
あ
り
ま
し
た
。

𠮷原経夫議員

　　

保
育
所
運
営
費
補
助
金
の
疑
問
に
つ
い
て

保
育
所
運
営
費
補
助
金
の
疑
問
に
つ
い
て

　補助金の交付に問題はない

愛知駅伝で応援するはるちゃん
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―
地
域
の
皆
さ
ま
の
反
響
は

　

い
か
が
で
す
か

　

参
加
し
た
皆
さ
ま
に
、
大
変

楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ

と
参
加
者
と
の
協
力
が
地
域
の

輪
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
を

　

お
願
い
し
ま
す

　

他
地
域
も
含
め
、
多
く
の
人

に
参
加
を
し
て
も
ら
い
、
こ
れ

か
ら
も
楽
し
く
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
発
展
の
た

め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

―
活
動
内
容
は

　

５
月
末
に
、
ヌ
ル
ヌ
ル
の
田

ん
ぼ
で
約
１
時
間
半
、
泥
と
闘

い
な
が
ら
田
植
え
を
し
ま
す
。

　

田
植
え
を
手
作
業
で
お
こ

な
っ
て
い
た
頃
、
休
憩
の
と
き

に
食
べ
て
い
た
「
野
上
が
り
ま

ん
じ
ゅ
う
」（
小
麦
ま
ん
じ
ゅ

う
）
を
食
べ
て
終
了
し
ま
す
。

　

稲
穂
が
実
る
10
月
中
旬
に
稲

刈
り
を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
参

加
し
た
子
ど
も
全
員
が
稲
穂
を

一
本
ず
つ
丁
寧
に
抜
い
て
、
地

元
（
北
間
島
）
の
氏
神
様
で
あ

る
八
王
子
社
に
奉
納
し
ま
す
。

　

12
月
初
め
に
八
王
子
社
で
行

わ
れ
る
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
で
、
豊
作
の
お

礼
を
し
ま
す
。
そ
の
日
は
、
自

分
た
ち
で
新
米
を
練
っ
て
作
っ

た
五
平
餅
を
、
炭
火
で
焼
い
て

食
べ
ま
す
。
つ
け
る
タ
レ
も
自

作
で
す
。

　

も
う
一
品
、
自
分
で
握
っ
た

新
米
の
お
に
ぎ
り
を
お
な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
す
。
最
後
に

奉
納
し
た
稲
穂
を
使
っ
て
、「
て

る
て
る
坊
主
」
を
作
っ
て
持
ち

帰
り
ま
す
。

暫
時
休
憩

　

北
間
島
地
区
で
活
動
し
て
い

る
「
ふ
れ
た
い
農
園
」
代
表
の

前
田
幹
雄
さ
ん
（
70
歳
）
に
お

話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

何
で
し
た
か

　　

60
歳
で
定
年
退
職
し
、
家
業

の
農
作
業
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
都
市
名
古
屋
に
隣
接
し
て

い
る
が
、
田
畑
が
豊
富
な
大
治

町
で
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
体
験
を

さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い
で

始
め
ま
し
た
。

№５８

まちかどまちかど
インタビューインタビュー

４
日(

水)  

開
会

　
　
　
　
　

上
程
・
提
案
説
明

９
日(

月) 

一
般
質
問

10
日(

火)  

質
疑
な
ど　

12
日(

木)  

総
務
教
育

                         

常
任
委
員
会

13
日(

金)  

福
祉
建
設

                         

常
任
委
員
会

24
日(

火)  

採
決
な
ど　

　
　
　
　
　

閉
会　

　
　※

開
会
は
10
時
で
す
。

　
（
24
日
の
み
13
時
開
会
）

　

日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

定
例
会
日
程
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

３
月
定
例
会  

日
程
（
案
）

　

～
主
な
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

議
会
活
動
報
告

月1011 月12 月

西
小
学
校
授
業
公
開　
　
　
　
　

11
月
16
日

県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
争
大
会
応
援　

12
月
７
日

南
小
学
校
授
業
公
開　
　
　
　
　

11
月
９
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
調
査　

12
月
10
日

　

南
小
学
校
を
訪
問

し
、
授
業
中
の
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
、
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

福
祉
建
設
常
任
委
員
会
の
調
査　

12
月
10
日

議
会
報
告
会　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
７
日

▼
今
年
は
「
子
年
」
で
す
が
、正
確
に
は
「
庚か

の
え
ね子

」
と
言
い
ま
す
。

　

新
た
な
芽
吹
き
と
繁
栄
の
始
ま
り
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

と
う
ま
く
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
▼
町
議
会
で
は
、
今
月
16
日
に
広
島
県
竹
原
市
で
「
災
害
時
の

議
会
及
び
議
員
の
対
応
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
17
日
の
大
阪
府

八
尾
市
で
は
「
議
会
改
革
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
事
務
調

査
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

先
進
地
で
学
ん
だ
事
を
参
考
に
し
、
住
み
よ
い
町
に
し
て
い

き
ま
す
。

▼
昨
年
12
月
に
、
大
治
中
の
三
年
生
が
議
場
見
学
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
次
回

の
町
議
選
で
は
、
こ
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
貴
重
な
一
票
を
投
じ

て
頂
け
る
よ
う
、
町
民
の
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
議
員

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会　
　
　

12
月
20
日

　

●
テ
ー
マ　

　
　
「
町
村
議
会
を
と
り
ま
く
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」

　

●
講
師　

県
総
務
局
総
務
部
市
町
村
課　

　
　
　
　
　

地
域
振
興
室　

主
幹　

杉
浦　

一
郎　

氏

　

　

議
会
や
議
員
に
対
す
る
住

民
か
ら
の
指
摘
を
、
次
の
よ

う
に
解
釈
を
変
換
し
て
は
ど

う
か
、
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

（
住
民
の
声
）
住
民
の
代
表

で
あ
る
議
員
が
、
住
民
か
ら

遠
い
存
在
で
あ
る
。

　

→
「
代
表
者
」
だ
け
で
な
く
、住
民
活
動
の
「
サ
ポ
ー

　
　

ト
役
」
と
し
て
の
議
員
で
あ
る
こ
と
が
、
住
民
の

　
　

多
様
な
意
見
を
反
映
し
て
い
る
。

（
住
民
の
声
）
議
会
（
政
策
）
の
決
定
に
住
民
の
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

→
行
政
と
違
う
方
法
で
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
審
議

　
　

や
政
策
決
定
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

（
住
民
の
声
）
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
「
見
え
な
い
」。

　

つ
ま
り
、
関
心
度
が
低
い
。

　

→
住
民
に
情
報
を
「
提
供
」
す
る
の
で
は
な
く
、

　
　

住
民
と
情
報
を
「
共
有
」
し
て
い
く
。

　　

議
員
全
員
、
こ
れ
ら
の

指
摘
を
課
題
と
し
て
考
え

て
参
り
ま
す
。

　

円
楽
寺
排
水
機
場
と

そ
の
建
て
替
え
予
定

地
、
新
た
に
町
道
認
定

す
る
道
路
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

中
学
校
授
業
公
開　
　
　
　
　
　

12
月
12
日


